
序
芥
川
龍
之
介

（
「
一
九

何
で
も
X
と
云
ふ
日
本
人
が
あ
っ
た
。

X
は
上
海
に
二
十
年
住

ん
で
ゐ
た
。
結
婚
し
た
の
も
上
海
で
あ
る
。
子
が
出
来
た
の
も
上

海
で
あ
る
。
金
が
た
ま
っ
た
の
も
上
海
で
あ
る
。
そ
の
為
か

X
は

上
海
に
熱
烈
な
愛
着
を
持
つ
て
ゐ
た
。
た
ま
に
日
本
か
ら
客
が
来

る
と
、
何
時
も
上
海
の
自
慢
を
し
た
。
建
築
、
道
路
、
料
理
、
娯

楽
、
ー
い
づ
れ
も
日
本
は
上
海
に
若
か
な
い
。
上
海
は
西
洋
も
同

然
で
あ
る
。
日
本
な
ぞ
に
鯉
縦
し
て
ゐ
る
よ
り
、
一
日
も
早
く
上

海
に
来
給
へ
。
ー
さ
う
客
を
促
し
さ
へ
し
た
。
そ
の

X
が
死
ん
だ
時
、

遺
―
―
―
口
状
を
出
し
て
見
る
と
、
意
外
な
事
が
書
い
て
あ
っ
た
。
ー
「
骨

は
如
何
な
る
事
情
あ
り
と
も
、
必
日
本
に
埋
む
べ
し
。
…
…
」

私
は
或
日
ホ
テ
ル
の
窓
に
、
火
の
つ
い
た
ハ
ヴ
ァ
ナ
を
卿
へ
な

が
ら
、
こ
ん
な
話
を
想
像
し
た
。

X
の
矛
盾
は
笑
ふ
べ
き
も
の
ぢ

や
な
い
。
我
我
は
か
う
云
ふ
点
に
な
る
と
、
大
抵
X
の
仲
間
な
の

で
あ
る
。

日
本
人
」
よ
り
）

上
は
、
芥
川
龍
之
介
の
紀
行
「
上
海
滸
記
」
の
一
節
で
あ
る
。

X

は
長
年
上
海
に
住
む
日
本
人
だ
。
当
時
、
上
海
は
西
洋
列
強
に
よ
っ

て
半
植
民
地
化
さ
れ
、
経
済
、
文
化
の
発
展
し
た
大
都
市
だ
っ
た
。

X
は
こ
の
上
海
と
い
う
土
地
、
文
化
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
。
日
本

か
ら
来
た
客
と
会
う
た
び
に
、
上
海
へ
移
住
す
る
よ
う
に
し
き
り
に

勧
め
て
さ
え
い
た
。
そ
の

X
が
死
ん
だ
。

X
は
人
生
の
大
半
を
上
海

で
送
っ
た
の
だ
か
ら
、
当
然
死
ぬ
時
も
「
上
海
に
骨
を
埋
む
べ
し
」

と
考
え
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
予
想
に
反
し
て
、
遺
言
状
に
は
遺

骨
を
「
如
何
な
る
事
情
あ
り
と
も
、
必
日
本
に
」
埋
め
る
よ
う
に
書

い
て
あ
っ
た
。
こ
の

X
の
行
動
を
、
芥
川
は
、
「
X
の
矛
盾
」
と
称
し
た
。

こ
の
挿
話
は
、
「
こ
ん
な
話
を
想
像
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
芥
川
の
創

作
で
あ
る
。

X
と
い
う
人
物
を
創
造
し
た
契
機
は
、
芥
川
の
上
海
で

過
ご
し
た
実
体
験
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

X
の
人
物
像
か
ら
、
芥

川
が
持
っ
た
上
海
在
住
の
日
本
人
の
姿
が
明
ら
か
に
な
る
。

「
X
」
の
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
紀
行
「
上
海
湘
記
」
の
評
価
は
、

総
じ
て
低
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
吉
田
精
一
の
「
つ
ま
ら
な
い
讀
物
で

「
上
海
滸
記
」
「
X
の
矛
盾
」

上
海
在
住
の
8

本
人
ー
—

宮

崎

由

子
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は
な
い
が
、
要
す
る
に
小
説
家
の
見
た
支
那
で
あ
っ
て
」
「
支
那
の
現

-
2
)
 

在
や
将
来
を
深
く
洞
察
し
得
た
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
評
価
に
始

ま
り
、
芥
川
は
中
国
の
現
状
を
描
け
て
い
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
そ

(
3
}
 

の
後
、
戸
田
民
子
の
里
見
医
院
関
係
の
実
証
研
究
に
よ
っ
て
、
「
上

海
滸
記
」
に
新
し
い
視
点
が
提
示
さ
れ
、
近
年
で
は
徐
々
に
再
評
価

の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
研
究
者
か
ら
も
賛
否
両

(
4
}
 

論
の
立
場
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
従
来
の
論
の
主
要
な

テ
ー
マ
が
芥
川
が
中
国
の
現
状
を
描
写
で
き
て
い
る
か
に
あ
っ
た
た

め
、
「
上
海
滸
記
」
に
お
け
る
中
国
・
中
国
人
の
描
写
に
関
す
る
分

析
が
数
多
く
な
さ
れ
て
き
た
の
に
比
し
て
、
同
作
か
ら
窺
え
る
上
海

在
住
の
日
本
人
に
つ
い
て
の
考
察
は
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
当
時
（
大
正
九
(
-
九
二

0
)
年
に
お
け
る
）
上
海
在
住
の
日

本
人
は
一

0
ニ
―
五
人
で
、
上
海
在
住
の
外
国
人
の
中
で
も
多
数
を

(5a) 

占
め
て
い
た
。
更
に
、
作
中
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
芥
川
は
中

国
語
が
殆
ど
話
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
上
海
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
際
に
は
、
多
く
の
日
本
人
の
援
助
を
受
け
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
「
上
海
滸
記
」
を
分
析
す
る
上

で
「
日
本
人
」
は
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。

本
稿
で
は
芥
川
龍
之
介
の
持
っ
た
、
上
海
在
住
の
日
本
人
へ
の
興

味
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
紀
行
を
読
み
直
し
た
い
。
特
に
「
上
海
滸

記
」
の
全
二
十
一
章
中
で
、
「
十
二
西
洋
」
「
十
九
日
本
人
」
の

二
章
を
と
り
上
げ
る
。
こ
の
二
章
を
と
り
上
げ
る
理
由
は
、
「
上
海
滞

芥
川
龍
之
介
は
大
正
十
(
-
九
ニ
―
)
年
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の

社
命
を
帯
び
て
、
中
国
を
四
カ
月
に
わ
た
っ
て
旅
行
し
た
。
旅
行
後

に
は
そ
の
成
果
と
し
て
「
上
海
滸
記
」
「
江
南
湘
記
」
「
長
江
湘
記
」
「
北

(
6
)
 

京
日
記
抄
」
「
雑
信
一
束
」
を
発
表
し
て
い
る
。
更
に
、
大
正
十
四

（
一
九
二
五
）
年
に
は
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
支
那
湘
記
」
と
い
う
一

冊
の
単
行
本
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
と
り
上
げ
る
「
上

海
湘
記
」
は
、
一
連
の
旅
行
記
の
中
で
、
一
番
初
め
に
書
か
れ
た
作

品
で
あ
る
。
舞
台
で
あ
る
上
海
は
、
芥
川
が
中
国
で
一
番
初
め
に
訪

れ
た
土
地
で
あ
る
。
芥
川
は
、
旅
行
前
か
ら
の
体
調
不
良
が
悪
化
し
、

上
海
で
約
一
カ
月
の
入
院
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。

芥
川
は
上
海
を
訪
れ
て
中
国
人
の
乞
食
や
裏
町
の
尿
臭
、
誘
拐
や

殺
人
が
日
常
茶
飯
事
で
あ
る
状
況
に
驚
き
、
反
感
を
示
す
。
そ
れ
は
、

芥
川
が
従
来
持
っ
て
い
た
中
国
文
化
へ
の
憧
れ
を
破
壊
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
当
時
上
海
は
、
英
・
米
の
共
同
租
界
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
が

設
け
ら
れ
、
様
々
な
国
籍
の
人
々
が
暮
ら
す
半
植
民
地
都
市
だ
っ
た
。

．
 ヽ

記
」
の
中
で
も
特
に
上
海
在
住
の
日
本
人
が
主
に
登
場
す
る
章
だ
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
二
章
を
、
当
時
の
上
海
の
実
情
も
考
慮
し
な
が
ら

考
察
す
る
。
更
に
、
上
海
の
日
本
人
像
か
ら
、
芥
川
龍
之
介
が
感
じ

取
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
萌
芽
を
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

上
海
と
日
本
人
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当
初
は
、
外
国
人
と
中
国
人
が
別
れ
て
暮
ら
す
「
華
洋
分
居
」
で
あ
っ

た
が
、
第
二
次
土
地
章
程
に
よ
っ
て
、
「
華
洋
雑
居
」
が
可
能
と
な
り
、

様
々
な
国
籍
の
人
々
が
入
り
混
じ
る
「
国
際
都
市
」
と
な
っ
た
。
日

本
人
は
、
諸
外
国
に
少
し
遅
れ
て
上
海
に
進
出
し
て
い
る
。

一
八
九
四
＼
九
五
年
の
日
清
戦
争
の
結
果
、
日
本
は
清
国
と

一
八
九
五
年
四
月
一
七
日
の
下
関
講
和
条
約
、
一
八
九
七
年
七
月

二
―
日
の
日
清
通
商
航
海
条
約
並
び
に
付
属
議
定
書
を
締
結
し
た

こ
と
に
よ
り
、
開
港
場
に
お
け
る
日
本
人
の
居
住
貿
易
権
、
居
住

貿
易
に
関
す
る
最
恵
国
条
款
、
そ
し
て
上
海
そ
の
他
開
港
場
に
お

け
る
租
界
設
置
権
を
獲
得
し
、
こ
こ
に
上
海
に
お
け
る
租
界
関
係

国
の
一
っ
と
な
っ
た
。

（注

(
8
)
と
同
）

日
本
人
居
留
民
は
共
同
租
界
に
土
地
を
買
い
、
徐
々
に
そ
の
勢
力

を
の
ば
し
て
い
っ
た
。
上
海
に
お
け
る
日
本
人
居
留
民
の
急
激
な
繁

栄
は
、
当
時
の
上
海
在
住
の
外
国
人
の
人
口
か
ら
も
わ
か
る
。
上
海

に
租
界
が
誕
生
し
た
当
初
、
外
国
人
居
留
民
で
、
最
も
数
が
多
い
の

は
イ
ギ
リ
ス
人
の
一
三
七
二
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
イ
ギ
リ
ス
人
と
比

べ
る
と
、
明
治
一
―
-
（
一
八
七

0
)
年
に
初
め
て
上
海
に
移
り
住
ん
で

(
9
}
 

き
た
日
本
人
は
た
っ
た
の
七
人
（
全
て
男
性
）
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
上
海
共
同
租
界
に
お
け
る
外
国
人
居
留
民
の
人
口
に

占
め
る
日
本
人
の
割
合
は
徐
々
に
増
え
は
じ
め
る
。
そ
し
て
芥
川

が
旅
行
す
る
前
年
の
大
正
九
(
-
九
二

0
)
年
に
は
、
外
国
人
総
人

ロ
ニ
三
三

0
七
人
に
対
し
、
日
本
人
の
人
口
は
一

0
ニ
―
五
人
と
、

実
に
半
分
近
く
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
人
口

{IO) 

（
五
三
四
一
人
）
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
上
海
か
ら
地
理
的
に
も

近
い
日
本
は
、
諸
外
国
を
抑
え
、
上
海
で
の
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

上
海
に
日
本
人
社
会
が
生
れ
る
と
、
階
層
化
が
進
ん
だ
。

居
留
民
は
二
通
り
に
大
別
で
き
る
と
さ
れ
る
。
「
土
着
派
」
と

派
」
で
あ
る
。

日
本
人

「
会
社

上
海
の
日
本
人
社
会
は
、
人
口
総
数
が
多
い
分
、
階
層
分
化
が
激

し
か
っ
た
。
「
ひ
と
旗
組
」
（
一
旗
あ
げ
る
た
め
に
上
海
に
来
て
い

る
人
々
）
は
虹
口
で
日
本
人
相
手
の
商
売
に
従
事
し
、
最
後
は
上

海
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
々
を

ii

派
と
呼
ぶ
。
一
方
、
大
銀
行
・
大
会
社
か
ら
上
海
支
店
に
派
遣

さ
れ
た
人
々
も
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
上
海
は
任
地
の
一
っ
に
過

ぎ
ず
、
任
期
が
終
わ
れ
ば
日
本
へ
帰
る
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ

リ
な
ど
の
支
店
に
転
勤
し
て
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
々
を

T
~

相
と
呼
ぶ
。
「
土
着
派
」
と
「
会
社
派
」
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
意
識
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
、
居
留
民
組
織
の
中
で
対
立
を
招

く
こ
と
も
あ
っ
た
。

-81-



「
上
海
」
（
榎
本
泰
子
著
）

両
者
の
最
大
の
違
い
は
そ
の
職
業
や
地
位
で
は
な
い
。
斜
相
~
は

企
業
の
経
営
方
針
や
在
任
期
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
上
海
が
彼
ら
の

人
生
に
お
け
る
単
な
る
通
過
地
点
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、

11

派
は
上
海
を
自
ら
の
事
業
発
展
を
賭
け
た
永
住
地
と
し
て
い
る
こ

と
に
あ
っ
た
。

「
上
海
に
生
き
た

H
本
人
;
幕
末
か
ら
敗
戦
ま
で
」
（
陳
祖
恩
著
）

（
ど
ち
ら
も
傍
線
引
用
者
）

つ
ま
り
、
「
土
着
派
」
は
上
海
に
永
住
す
る
覚
悟
で
日
本
か
ら
移
っ

て
来
た
日
本
人
で
あ
り
、
「
会
社
派
」
は
上
海
を
仮
の
住
ま
い
と
し
て

い
る
日
本
人
で
あ
る
。
両
者
は
初
め
か
ら
上
海
に
対
す
る
姿
勢
が
違

う
。
「
土
着
派
」
の
人
々
が
上
海
を
終
生
住
む
べ
き
と
こ
ろ
と
定
め
て

い
る
の
に
対
し
、
「
会
社
派
」
の
人
々
に
と
っ
て
上
海
は
通
過
地
点
の

―
つ
に
過
ぎ
な
い
。
「
土
着
派
」
と
「
会
社
派
」
の
人
々
の
上
海
へ
の

愛
着
の
質
に
差
異
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

ま
た
、
例
え
「
土
着
派
」
の
人
々
が
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
「
「
国
際
都
市
」
上
海
に
お
い
て
新
参
者
・
周
縁
者
で
あ

り
、
西
洋
文
明
に
対
す
る
劣
等
感
・
孤
立
感
・
疎
外
感
（
被
害
者
意
識
）

を
強
く
抱
い
て
」
い
た
。
そ
の
た
め
、
「
自
己
の
拠
り
所
は
日
本
国
家

そ
の
も
の
で
あ
り
」
「
自
ら
を
「
内
地
の
者
」
に
似
せ
て
生
き
る
こ
と

に
執
着
し
、
日
本
的
な
生
活
に
こ
だ
わ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
芥
川
が

注
目
し
た
の
は
、
複
雑
に
階
層
化
さ
れ
た
上
海
在
住
の
日
本
人
が
持

つ
哀
愁
で
あ
っ
た
。

次
に
、
こ
う
し
た
上
海
の
日
本
人
の
心
理
を
当
時
の
作
家
が
掴
ん

で
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
も
と
も
と
芥
川
は
中
国
文

化
、
中
国
の
古
典
作
品
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
中
国

古
典
を
素
材
に
し
た
作
品
や
、
中
国
を
舞
台
に
し
た
小
説
を
数
多
く

書
い
て
い
る
。
芥
川
の
他
に
、
大
正
時
代
の
日
本
文
壇
で
、
中
国
を

好
ん
で
描
い
た
作
家
に
、
谷
崎
潤
一
郎
と
佐
藤
春
夫
が
い
る
。
芥
川

は
二
人
の
作
家
の
中
国
旅
行
と
そ
の
成
果
に
か
な
り
関
心
を
持
っ
て

い
た
。
谷
崎
潤
一
郎
は
、
大
正
七
年
十
月
上
旬
か
ら
、
同
年
十
二
月

末
ま
で
中
国
を
旅
行
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
谷
崎
は
多
く

の
中
国
旅
行
を
素
材
に
し
た
作
品
を
書
い
た
。
そ
の
作
品
の
中
か
ら
、

芥
川
が
「
上
海
湘
記
」
を
書
い
た
大
正
十
(
-
九
ニ
―
)
年
八
月
以

前
の
作
品
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

大
正
八
年

「
蘇
州
紀
行
」
（
『
中
央
公
論
』
―
一
月
）

「
画
肪
記
（
績
蘇
州
紀
行
）
」
（
『
中
央
公
論
』

「
秦
淮
の
夜
」
（
『
中
外
』
二
月
）

「
南
京
希
望
街
（
績
秦
淮
の
夜
）
」
（
『
新
小
説
』

「
支
那
劇
を
観
る
記
」
（
『
中
央
公
論
』
六
月
）

三
月
）三

月
）
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「
西
湖
の
月
（
青
磁
色
の
女
）
」
（
「
改
造
」
六
月
）

「
支
那
の
料
理
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
十
月
）

び

ろ

う

ど

「
天
鷲
絨
の
夢
」
（
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
十
二
月
）

大
正
九
年

「
蘇
塔
婆
」
（
「
改
造
」

多
く
が
、
中
国
の
文
化
に
触
れ
た
谷
崎
が
そ
の
体
験
を
描
い
た
耽

美
的
な
作
品
で
あ
る
。
芥
川
は
、
谷
崎
の
中
国
旅
行
に
関
心
を
持
ち
、

そ
の
成
果
で
あ
る
作
品
群
に
目
を
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
作
品
群
の
中
で
も
、
「
秦
淮
の
夜
」
に
つ
い
て
は
、
芥
川
の
作
品
の

附
記
中
で
言
及
が
あ
る
。
芥
川
が
上
海
旅
行
の
前
年
に
発
表
し
た
「
南

(13}

ママ

京
の
基
督
」
の
附
記
に
は
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
作
「
秦
淮
の
一
夜
j

夜

に
負
ふ
所
紗
か
ら
ず
。
附
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
す
。
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
「
秦
淮
の
一
夜
」
は
、
谷
崎
の
作
品
「
秦
淮
の
夜
」
の
こ
と

で
あ
る
。

当
時
、
芥
川
が
文
学
的
に
最
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
谷
崎
澗
一
郎

と
並
ん
で
、
佐
藤
春
夫
も
芥
川
よ
り
少
し
前
に
中
国
旅
行
を
行
い
、

そ
の
成
果
と
し
て
、
中
国
を
素
材
に
し
た
作
品
を
作
っ
て
い
る
。
佐

藤
春
夫
が
旅
行
を
行
っ
た
大
正
九
(
-
九
二

0
)
年
か
ら
五
年
後
の
、

一
九
二
五
年
に
発
表
さ
れ
た
「
女
誡
扇
綺
讀
」
（
「
女
性
」
大
正
十
四

〔
一
九
二
五
〕
年
五
月
）
は
、
台
湾
が
舞
台
の
怪
奇
・
神
秘
小
説
で
あ
る
。

両
者
の
残
し
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
主
に
、
中
国
の
人
や
文
化
と
い
っ

八
月
）

二
、
芥
川
の
上
海
旅
行

た
異
国
情
緒
に
視
点
が
向
い
た
作
品
で
あ
り
、
日
本
人
居
留
民
の
実

情
を
描
い
た
も
の
は
殆
ど
な
い
。
二
人
の
作
品
と
比
べ
る
と
、
芥
川

は
現
地
に
住
む
日
本
人
の
事
を
正
確
に
描
写
し
て
い
る
。
谷
崎
、
佐

藤
両
者
と
芥
川
の
違
い
に
も
留
意
し
つ
つ
、
次
に
芥
川
自
身
の
上
海

旅
行
に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い
。

芥
川
は
旅
行
中
、
幾
度
と
な
く
体
調
を
崩
し
た
上
、
期
待
し
て
い

た
中
国
の
文
物
に
対
し
て
は
失
望
と
幻
滅
の
連
続
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
は
じ
め
に
芥
川
の
中
国
渡
航
の
い
き
さ
つ
と
上
海
旅
行
の
日
程

を
記
す
。
大
正
十
(
-
九
ニ
―
)
年
二
月
二
十
二
日
、
芥
川
は
社
員

で
あ
っ
た
大
阪
毎
日
新
聞
社
か
ら
、
中
国
特
派
を
提
案
さ
れ
る
。
中

国
に
興
味
の
あ
っ
た
芥
川
は
す
ぐ
に
こ
の
提
案
を
承
諾
す
る
。
旅
行

(14) 

以
前
に
も
芥
川
は
「
杜
子
春
」
「
南
京
の
基
督
」
な
ど
、
中
国
を
舞
台

と
し
た
小
説
を
い
く
つ
か
書
い
て
お
り
、
中
国
文
化
・
古
典
へ
の
興

味
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
薄
田
泣
菫
宛
て
の
書
簡
で
は
、
「
紀
行
は
毎
日
書
く
訣
に
も
行

き
ま
す
ま
い
が
上
海
を
中
心
と
し
た
南
の
印
象
記
と
北
京
を
中
心
に

し
た
北
の
印
象
記
と
二
つ
に
分
け
て
」
（
大
正
十
〔
一
九
ニ
―
〕
年
三

月
十
一
日
書
簡
）
書
く
と
予
告
し
て
い
た
。
更
に
、
中
国
に
渡
る
直

前
に
は
家
族
に
向
け
て
「
留
守
中
は
何
時
な
ん
時
紀
行
が
新
聞
に
出
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る
か
知
れ
ぬ
故
始
終
新
聞
に
注
意
し
切
り
抜
か
れ
置
か
れ
た
し
」
（
芥

川
道
章
宛
、
大
正
十
(
-
九
ニ
―
)
年
三
月
二
十
五
日
書
簡
）
と
手

紙
を
送
っ
て
い
る
。
結
局
、
紀
行
は
全
て
旅
行
後
に
書
か
れ
、
「
上
海

滞
記
」
「
江
南
滸
記
」
「
長
江
溜
記
」
ま
で
が
紀
行
形
式
で
は
あ
る
が
、

「
北
京
日
記
抄
」
「
雑
信
一
束
」
に
至
っ
て
は
覚
書
き
で
あ
る
上
、
量

も
少
量
と
い
う
竜
頭
蛇
尾
の
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
旅
行
直
前

の
芥
川
が
、
紀
行
執
筆
に
意
欲
を
持
っ
て
い
た
事
は
間
違
い
な
い
。

芥
川
が
、
執
筆
の
意
欲
を
十
分
作
品
に
顕
せ
な
か
っ
た
の
は
、
芥

川
の
体
調
も
影
響
し
て
い
る
。
芥
川
は
一
二
月
二
十
一
日
の
門
司
港
発

の
船
に
乗
る
た
め
、
東
京
を
一
二
月
一
九
日
に
出
発
し
た
。
し
か
し
、

風
邪
の
た
め
翌
日
か
ら
大
阪
に
一
週
間
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
後
三
月
二
十
八
日
に
、
や
っ
と
門
司
港
か
ら
筑
後
丸
に
乗
っ
て
上

海
へ
渡
っ
た
。
そ
の
船
上
で
の
様
子
は
「
上
海
滸
記
」
の
「
一
海
上
」

で
描
か
れ
て
い
る
。

玄
界
灘
付
近
で
大
シ
ケ
に
遇
い
、
芥
川
は
船
酔
い
で
苦
し
む
。
そ

の
次
第
を
日
本
に
い
る
家
族
や
友
人
に
手
紙
で
書
き
送
っ
て
い
る
。

三
月
二
十
九
日
の
手
紙
に
は
、
「
小
生
亦
船
酔
の
為
も
う
少
し
に
て
ヘ

ド
を
吐
か
ん
と
す
」
（
芥
川
家
宛
て
）
「
す
つ
か
り
船
に
酔
ひ
少
か
ら

ず
閉
口
し
ま
し
た
」
（
小
沢
碧
童
・
小
穴
隆
一
宛
て
）
「
風
波
に
遇
ひ

小
生
も
危
く
ヘ
ド
を
吐
く
所
で
し
た
」
（
下
島
勲
宛
て
）
と
、
実
に
三

通
も
の
手
紙
に
此
の
事
を
書
い
て
い
る
。
病
気
に
加
え
、
船
酔
い
も

あ
り
、
芥
川
の
中
国
旅
行
は
出
だ
し
か
ら
好
調
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

三
月
三
十
日
に
、
芥
川
は
上
海
に
到
着
す
る
。
上
海
で
芥
川
を
迎
え

た
の
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
上
海
支
局
長
の
村
田
孜
郎
（
烏
江
）
、
記

者
の
友
住
（
名
不
明
）
、
友
人
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
上

海
支
局
の
記
者
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
達
だ
っ
た
。
そ
の
日
は
予

{m-

定
し
て
い
た
東
亜
洋
行
と
い
う
ホ
テ
ル
（
実
際
は
東
和
洋
行
）
を
気

に
入
ら
ず
、
宿
泊
先
を
万
歳
館
に
変
更
し
て
宿
泊
し
て
い
る
。

し
か
し
旅
行
前
か
ら
の
不
調
が
祟
り
、
芥
川
は
そ
の
翌
日
か
ら
入

院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
病
名
は
乾
性
肋
膜
炎
で
、
入
院
先
は
里
見

医
院
で
あ
る
。
「
上
海
滸
記
」
に
よ
れ
ば
、
入
院
先
で
は
、
里
見
医
院

の
人
々
、
中
学
時
代
の
友
人
西
村
貞
吉
、
井
川
亮
（
親
友
•
井
川
恭

の
兄
）
、
上
海
で
知
り
合
っ
た
俳
人
の
島
津
四
十
起
、
石
黒
政
吉
、
上

海
東
方
通
信
社
の
社
長
波
田
博
、
な
ど
が
頻
繁
に
見
舞
に
き
て
く
れ

た
と
い
う
。
ま
た
、
「
作
家
と
か
何
と
か
云
ふ
、
多
少
の
虚
名
を
負
っ

て
ゐ
た
お
か
げ
」
と
芥
川
は
記
し
て
い
る
が
、
「
時
々
未
知
の
御
客
か

ら
」
「
花
だ
の
果
物
だ
の
」
「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
缶
」
だ
の
を
貰
っ
て
い

た
ら
し
い
。
更
に
、
新
聞
社
は
不
明
だ
が
、
記
者
が
「
文
壇
の
寵
児
」

(16) 

芥
川
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

長
い
異
国
で
の
入
院
生
活
の
中
で
、
芥
川
は
死
へ
の
恐
怖
も
感
じ

て
い
た
。
退
院
後
に
家
族
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
に
は
、
「
一
時
は
上

海
に
て
死
ぬ
事
か
と
大
い
に
心
細
く
相
成
（
候
）
」
と
あ
る
。
「
上
海

滸
記
」
に
も
入
院
中
、
不
安
を
感
じ
た
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
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「+

西
洋
」

そ
れ
で
も
七
度
五
分
程
の
熱
が
、
容
易
に
と
れ
な
い
と
な
っ
て

見
る
と
、
不
安
は
依
然
と
し
て
不
安
だ
っ
た
。
ど
う
か
す
る
と
真

つ
昼
間
で
も
、
ぢ
つ
と
横
に
な
っ
て
は
ゐ
ら
れ
な
い
程
、
創
ば
~

ぬ
事
が
怖
く
な
り
な
ぞ
し
た
。
（
傍
線
筆
者
）

（
「
五
．
病
院
」
）

死
へ
の
恐
怖
は
芥
川
に
日
本
へ
の
郷
愁
を
起
こ
さ
せ
た
。
「
兎
に
角

病
気
に
な
る
と
日
本
へ
帰
り
た
く
な
り
（
候
）
」
（
ど
ち
ら
も
大
正
十

（
一
九
ニ
―
)
年
四
月
二
十
四
日
・
芥
川
道
章
宛
て
）
と
家
族
へ
の
手

紙
の
中
で
、
辛
い
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
入
院
生
活
中
、
異
国
の

地
で
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
た
芥
川
は
、
少

な
く
と
も
そ
の
瞬
間
は
祖
国
日
本
へ
帰
り
た
い
と
切
に
願
っ
た
の
で

あ
る
。満
身
創
洟
の
旅
行
で
あ
っ
た
が
、
芥
川
は
、
生
れ
て
初
め
て
祖
国

か
ら
離
れ
た
事
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
強
く
日
本
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
更
に
そ
れ
は
上
海
在
住
の
日
本
人
、
特
に
「
土
着
派
」

の
人
々
の
心
理
へ
の
興
味
と
も
な
っ
て
現
れ
る
。
次
に
、
芥
川
が
こ

う
し
た
「
土
着
派
」
の
人
々
の
心
理
を
ど
う
受
け
取
っ
た
の
か
を
、
「
上

海
滸
記
」
の
実
際
の
記
述
か
ら
考
察
す
る
。

「
上
海
溜
記
」
の
「
十
二
西
洋
」
は
会
話
形
式
の
章
で
あ
る
。
現

地
に
在
住
し
て
い
る
人
物
と
、
旅
行
者
と
い
う
、
二
人
の
日
本
人
が

会
話
す
る
。
文
字
通
り
、
上
海
に
お
け
る
「
西
洋
」
文
化
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。
列
強
の
支
配
を
受
け
て
い
た
上
海
に
は
、
様
々
な
国

の
文
化
が
混
在
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
勢
力
を
誇
っ
た
の
は
、
西

洋
の
国
々
の
文
化
で
あ
る
。
そ
う
し
た
当
時
の
上
海
に
お
け
る
西
洋

文
化
に
つ
い
て
、
会
話
者
の
一
人
は
「
場
違
い
な
西
洋
」
と
い
う
評

価
を
下
し
て
い
る
。

会
話
か
ら
、
「
答
」
は
「
日
本
人
旅
行
者
」
（
芥
川
自
身
の
立
場
と

類
似
し
て
い
る
）
で
あ
り
、
「
問
」
は
「
上
海
在
住
の
日
本
人
」
で

あ
る
と
推
測
で
き
る
。
「
答
」
は
上
海
の
西
洋
文
化
を
批
判
し
、
「
問
」

は
上
海
の
西
洋
文
化
を
称
賛
す
る
。
当
時
、
西
洋
の
文
化
を
褒
め
る

の
は
、
あ
る
意
味
で
は
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
「
問
」
の
西
洋
文
化

へ
の
称
賛
は
根
拠
が
な
く
、
他
の
文
化
を
貶
め
る
こ
と
で
、
西
洋
文

化
の
優
位
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
答
」
は
「
問
」
の
姿
勢
に

反
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

会
話
の
内
容
は
上
海
に
お
け
る
西
洋
文
化
に
つ
い
て
、
公
園
、
道

路
、
風
俗
、
住
居
、
墓
地
に
至
る
様
々
な
部
分
に
お
よ
ぶ
。
初
め
は

公
園
の
話
題
で
あ
る
。
上
海
に
あ
る
、
仏
蘭
西
公
園
、
ジ
ェ
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
公
園
、
新
公
園
な
ど
が
ひ
き
あ
い
に
出
さ
れ
る
。
「
問
」
の
意
見

で
は
「
上
海
は
単
な
る
支
那
ぢ
や
な
い
。
同
時
に
又
一
面
で
は
西
洋
」

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
よ
り
も
上
海
の
公
園
の
方
が
「
進
歩
し
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て
ゐ
る
」
と
言
う
。
し
か
し
「
答
」
は
、
上
海
の
公
園
を
「
散
歩
す

る
に
は
持
つ
て
来
い
だ
」
と
認
め
て
は
い
る
が
、
「
西
洋
式
に
な
り
さ

ヘ
す
れ
ば
、
進
歩
し
た
と
云
ふ
訣
で
も
あ
る
ま
い
」
と
反
駁
す
る
。

た
だ
し
、
「
答
」
は
上
海
の
公
園
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
仏
蘭
西
公
園
で
は
、
若
葉
を
出
し
た
篠
懸

の
間
に
、
西
洋
人
の
お
袋
だ
の
乳
母
だ
の
が
子
供
を
遊
ば
せ
て
ゐ
る
、

そ
れ
が
大
変
綺
麗
だ
っ
た
」
と
い
う
風
に
、
自
然
そ
の
も
の
や
、
西

洋
人
母
子
に
つ
い
て
は
好
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
「
答
」
が
否
定
し
て
い
る
の
は
、
公
園
の
規
定
に
伴

う
西
洋
人
の
差
別
意
識
で
あ
る
。
当
時
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ガ
ア
ド

ン
」
に
は
中
国
人
と
犬
は
立
ち
入
り
禁
止
と
い
う
決
ま
り
が
あ
っ
た
。

「
答
」
は
「
命
名
の
妙
を
極
め
て
ゐ
る
よ
」
と
言
う
が
、
こ
れ
は
皮
肉

で
あ
ろ
う
。
「
問
」
が
「
西
洋
」
は
日
本
よ
り
も
「
進
歩
」
し
て
い
る

と
主
張
す
る
の
に
対
し
て
「
答
」
は
「
西
洋
」
即
ち
「
進
歩
」
と
は

捉
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
下
は
、
二
人
の
会
話
が
着
物
の
話
か
ら
日
本
人
の
風
俗
の
問
題

に
移
る
場
面
で
あ
る
。

問
。
（
前
略
）
や
は
り
異
人
に
比
べ
る
と
、
日
本
人
は
皆
貧
弱
だ
ね
。

答
。
洋
服
を
着
た
日
本
人
は
ね
。

問
。
和
服
を
着
た
の
は
猶
困
る
ぢ
や
な
い
か
？
何
し
ろ
日
本
人

と
云
ふ
や
つ
は
、
肌
が
人
に
見
え
る
事
は
、
何
と
も
思
っ
て
ゐ
な

い
ん
だ
か
ら
、
1

答
。
も
し
何
と
か
思
ふ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
思
ふ
も
の
が
猥
褻
な

の
さ
。
久
米
の
仙
人
と
云
ふ
人
は
、
そ
の
為
に
雲
か
ら
落
ち
た
ぢ

や
な
い
か
？

問
。
ぢ
や
西
洋
人
は
猥
褻
か
い
？

答
。
勿
論
そ
の
点
で
は
猥
褻
だ
ね
。
唯
風
俗
と
云
ふ
や
つ
は
、
残

念
な
が
ら
多
数
決
の
も
の
だ
。
だ
か
ら
今
に
日
本
人
も
、
素
足
で

外
へ
出
か
け
る
の
は
、
卑
し
い
事
の
や
う
に
思
ふ
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
だ
ん
だ
ん
以
前
よ
り
も
、
猥
褻
に
な
っ
て
行
く
の
だ
ね
。

（
「
上
海
滸
記
」
「
十
二
西
洋
」
）
傍
線
引
用
者
）

「
問
」
は
日
本
人
が
、
「
肌
が
人
に
見
え
る
事
は
何
と
も
思
っ
て
ゐ

な
い
」
と
非
難
す
る
。
「
答
」
は
「
そ
れ
は
思
ふ
も
の
が
猥
褻
」
だ
と

指
摘
す
る
。
つ
ま
り
猥
褻
と
い
う
意
識
は
「
多
数
決
」
か
ら
外
れ
る

も
の
に
対
し
て
、
多
数
派
が
抱
く
違
和
感
だ
と
言
え
る
。
「
多
数
決
」

の
風
俗
と
は
、
こ
こ
で
は
「
西
洋
」
の
風
俗
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

「
問
」
の
日
本
人
蔑
視
の
感
情
も
、
「
西
洋
の
風
俗
」
と
「
日
本
の
風
俗
」

の
相
違
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

次
に
、
二
人
の
話
題
は
仏
蘭
西
租
界
の
住
宅
地
に
移
る
。
「
答
」
は
、

住
宅
地
で
見
ら
れ
た
「
柳
」
「
鳩
」
「
桃
」
「
支
那
の
民
家
」
な
ど
に
つ

い
て
「
愉
快
」
だ
と
言
う
。
こ
う
し
た
自
然
や
中
国
の
民
家
は
、
西

洋
の
文
明
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
「
問
」
は
、
「
あ
の
辺
は
殆
西
洋
だ
」
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と
言
う
。
「
赤
瓦
だ
の
、
白
煉
瓦
だ
の
」
が
良
い
と
褒
め
る
。
そ
れ
を

受
け
て
「
答
」
は
少
し
過
敏
で
は
、
と
思
え
る
ほ
ど
否
定
す
る
。
「
西

洋
人
の
家
は
大
抵
駄
目
だ
ね
。
」
「
少
く
と
も
僕
の
見
た
家
は
、
悉
下

等
な
も
の
ば
か
り
」
な
ど
、
拒
否
感
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
そ
の
態

度
に
驚
く
「
問
」
に
対
し
て
「
答
」
は
、
「
僕
は
西
洋
が
嫌
ひ
な
の
ぢ

や
な
い
。
俗
悪
な
も
の
が
嫌
ひ
な
の
だ
。
」
と
答
え
る
。

こ
こ
で
「
答
」
が
「
大
抵
駄
目
」
「
下
等
」
「
俗
悪
」
と
批
判
し
て

い
る
の
は
、
住
宅
の
作
り
が
文
字
通
り
「
下
等
」
で
あ
る
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
現
に
仏
蘭
西
租
界
は
最
も
裕
福
な
人
々
が
住
む
土
地

で
あ
っ
た
。
「
答
」
が
こ
こ
で
非
難
し
て
い
る
の
は
、
「
柳
」
「
鳩
」
「
桃
」

「
支
那
の
民
家
」
な
ど
の
、
も
と
か
ら
そ
の
土
地
に
あ
る
景
物
に
は
目

を
向
け
ず
、
ひ
た
す
ら
「
西
洋
」
の
住
宅
を
称
賛
す
る
「
問
」
の
感

覚
に
対
し
て
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
二
人
は
西
洋
式
の
墓
地
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
「
問
」
が
「
静

安
寺
路
の
西
洋
人
の
墓
地
」
に
つ
い
て
聞
く
と
、
「
答
」
は
初
め
て
答

え
に
窮
す
る
。
そ
し
て
「
あ
の
墓
地
は
気
が
利
い
て
ゐ
た
」
と
言
う

が
、
「
大
理
石
の
十
字
架
の
下
よ
り
、
土
餞
頭
の
下
に
横
に
な
っ
て
ゐ

た
い
。
況
や
怪
し
げ
な
天
使
な
ぞ
の
彫
刻
の
下
は
真
平
御
免
だ
。
」
と

言
い
捨
て
る
。
「
答
」
は
始
終
、
西
洋
文
化
を
否
定
す
る
立
場
に
回
っ

て
い
る
。
以
上
の
事
か
ら
、
「
答
」
が
嫌
悪
す
る
も
の
の
本
質
が
わ
か
っ

て
く
る
。

「
答
」
が
嫌
っ
て
い
る
の
は
「
俗
悪
」
な
も
の
で
あ
る
。
「
問
」
が
「
僕

も
勿
論
さ
う
さ
。
」
と
、
「
答
」
の
意
見
に
同
調
す
る
と
、
「
答
」
は
「
嘘

を
つ
き
給
へ
」
と
非
難
す
る
。
つ
ま
り
「
答
」
は
、
「
問
」
が
「
俗
悪
」

な
も
の
を
好
む
と
考
え
て
い
る
の
だ
。
「
答
」
は
「
問
」
に
「
君
は
和

服
を
着
る
よ
り
も
、
洋
服
を
着
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
門
構
へ
の
家

に
住
む
よ
り
も
、
バ
ン
ガ
ロ
オ
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
か
ま

揚
げ
う
ど
ん
を
食
ふ
よ
り
も
、
マ
カ
ロ
ニ
を
食
ひ
た
い
と
思
っ
て
ゐ

る
。
山
本
山
を
飲
む
よ
り
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
珈
琲
を
飲
み
ー
」
と
責
め

る
。
つ
ま
り
「
答
」
の
考
え
る
「
俗
悪
」
な
も
の
と
は
、
さ
し
た
る

根
拠
も
な
く
西
洋
文
化
を
奨
励
し
、
日
本
の
文
化
を
さ
げ
す
む
、
日

本
人
の
文
化
の
受
容
態
度
で
あ
る
と
言
え
る
。
「
問
」
と
い
う
人
物
の
、

自
国
文
化
の
卑
下
と
、
西
洋
文
化
を
過
度
に
評
価
す
る
態
度
に
「
答
」

は
嫌
悪
感
を
持
ち
、
批
判
し
て
い
る
の
だ
。

た
だ
し
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
「
問
」
と
「
答
」

に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
「
本
場
」
の
西
洋
文
化
で
は
な
い

と
い
う
点
だ
。
こ
こ
で
い
う
西
洋
文
化
は
、
「
上
海
の
西
洋
文
化
」
で

あ
る
。
そ
こ
か
ち
敷
術
す
れ
ば
、
「
問
」
は
西
洋
自
体
を
褒
め
て
い
る

の
で
は
な
い
。
西
洋
文
化
に
よ
っ
て
「
進
歩
」
す
る
上
海
を
間
接
的

に
褒
め
て
い
る
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
「
答
」
の
「
問
」
に
対
す
る
過

剰
な
反
応
は
、
「
問
」
の
盲
目
的
な
西
洋
文
化
、
ひ
い
て
は
上
海
崇
拝

に
反
発
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
二
人
は
立
場
が
違
う
。
先
述
の
通
り
「
問
」
は
、
上
海

に
住
み
、
愛
着
を
持
っ
て
い
る
日
本
人
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
自
分
の
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る。 生
活
す
る
場
に
愛
着
を
持
つ
の
は
自
然
で
あ
る
。
西
洋
文
化
、
ひ
い

て
は
上
海
そ
の
も
の
を
贔
展
す
る
心
情
は
理
解
で
き
る
。
一
方
「
答
」

は
上
海
を
旅
行
中
の
日
本
人
で
あ
る
。
「
答
」
か
ら
す
れ
ば
、
上
海
を

激
賞
す
る
代
わ
り
に
、
日
本
文
化
を
貶
め
る
「
問
」
の
主
張
に
反
発

し
て
し
ま
う
の
も
無
理
は
な
い
。

更
に
、
日
本
で
生
ま
れ
、
上
海
に
移
り
住
ん
だ
と
す
る
と
、
「
問
」

の
帰
属
意
識
は
「
故
郷
（
日
本
）
」
と
「
居
住
し
て
い
る
場
所
（
上
海
）
」

の
二
つ
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
引
き
裂
か
れ
た
帰
属
意
識
が
、
「
上
海
」

に
関
す
る
全
て
の
も
の
を
奨
励
し
、
以
前
住
ん
で
い
た
「
日
本
」
を

否
定
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
す
る
と
、
こ
の
「
問
」
の
心
理
は
、
「
X
の

矛
盾
」
と
通
じ
る
も
の
と
な
る
。

し
か
し
、
「
問
」
の
こ
の
態
度
こ
そ
が
「
答
」
の
批
判
の
的
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
「
問
」
は
上
海
の
西
洋
を
「
場
違
ひ
」
だ
と
感
じ

て
い
る
。
何
故
な
ら
、
上
海
に
お
け
る
西
洋
文
化
は
、
元
々
上
海
に

あ
っ
た
「
柳
」
「
鳩
」
「
桃
」
「
支
那
の
民
家
」
な
ど
と
い
う
文
物
を
排

除
し
て
繁
栄
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
部
分
に
目
を
そ
む
け
て

い
る
、
ま
た
は
気
づ
か
な
い
「
問
」
を
、
「
答
」
は
非
難
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
た
と
え
「
答
」
に
と
っ
て
も
「
善
か
れ
悪
か
れ
」
「
見

る
の
は
、
面
白
い
事
に
違
ひ
な
い
」
「
西
洋
」
文
化
の
場
合
で
も
、
そ

の
不
快
感
に
か
わ
り
は
な
い
。
こ
の
「
答
」
の
不
満
は
、
上
海
が
も

し
も
日
本
だ
っ
た
場
合
、
「
愛
国
的
義
憤
」
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ

日
本
人
」
は
、
上
海
に
住
む
日
本
人
に
つ
い
て
描
い
た
章

で
あ
る
。
こ
の
章
は
、
他
の
章
の
よ
う
な
紀
行
文
の
形
式
で
は
な
く
、

小
話
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
構
成
は
、
四
百
字
ほ
ど
の
五
つ
の
小
話

か
ら
成
る
。
ど
れ
に
も
題
名
は
な
い
。
五
つ
の
小
話
の
間
は
全
て
「
＊
」

(17) 

で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
小
話
の
内
容
は
「
上
海
紡
績
の
小
島
氏
宅
の

(18) 

桜
の
話
」
「
同
文
書
院
の
寄
宿
舎
の
窓
か
ら
見
え
た
鯉
織
の
話
」
「
上

（ぜ

海
の
日
本
人
倶
楽
部
（
仏
蘭
西
租
界
の
松
本
婦
人
の
邸
宅
）
で
の
日
本

(20} 

文
壇
の
話
」
「
南
賜
丸
の
船
長
竹
内
氏
の
日
本
人
売
春
婦
の
話
」
「
上

海
に
住
み
つ
い
た

X
と
い
う
日
本
人
の
話
（
こ
れ
の
み
完
全
な
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
と
い
う
形
式
）
」
を
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
小
話
の
舞
台
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
上
海
紡
績
」

「
同
文
書
院
」
「
仏
蘭
西
租
界
」
「
南
陽
丸
」
は
全
て
、
上
海
に
住
む

上
流
家
庭
や
エ
リ
ー
ト
階
級
の
日
本
人
が
い
る
場
所
で
あ
る
。
ほ
と

ん
ど
が
上
海
で
裕
福
に
、
ま
た
は
満
足
し
て
暮
ら
し
て
い
る
は
ず
だ
。

当
初
の
上
海
に
来
た
理
由
で
あ
る
豊
か
な
暮
ら
し
を
す
る
と
い
う
目

標
は
達
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
人
々
が
持
つ
、
郷
愁
の
念
は
、
実
は
内
地
に

暮
ら
す
日
本
人
よ
り
も
強
い
。
芥
川
は
上
海
で
出
会
っ
た
日
本
人
を

観
察
し
、
正
確
に
分
析
・
描
写
し
て
い
る
。
上
海
在
住
の
日
本
人
の

持
つ
、
「
愛
国
心
」
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
以
下
に
考
察
す
る
。

「
十
九
四、

「
十
九
日
本
人
」
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小
話
の
一
話
目
は
、
「
上
海
紡
績
の
小
島
氏
宅
の
桜
の
話
」
で
あ

る
。
小
島
氏
の
社
宅
に
招
か
れ
た
時
の
こ
と
だ
。
社
宅
の
前
庭
に
植

え
て
あ
っ
た
「
小
さ
な
桜
」
を
、
同
行
の
四
十
起
は
「
不
思
議
な
程
、

嬉
し
さ
う
な
調
子
」
で
指
し
示
し
、
更
に
小
島
氏
は
「
亜
米
利
加
帰

り
の
コ
ロ
ム
ブ
ス
が
、
土
産
で
も
見
せ
る
」
よ
う
に
自
慢
し
た
。
ニ

人
に
と
っ
て
、
桜
の
花
は
日
本
の
象
徴
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
人
の
興
奮
と
は
裏
腹
に
「
桜
は
痩
せ
枯
れ
た
枝
に
、
乏
し
い
花
し

か
つ
け
て
」
い
な
い
、
み
す
ぽ
ら
し
い
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ

る
と
「
私
」
は
見
て
い
る
。
「
私
」
は
「
両
先
生
が
、
何
故
こ
ん
な
に

大
喜
び
を
す
る
の
か
、
内
心
妙
に
思
っ
て
ゐ
た
。
」
と
語
り
、
一
人
だ

け
喜
び
を
共
有
す
る
事
が
出
来
な
い

こ
こ
で
、
こ
の
小
話
の
一
話
目
に
登
場
す
る
人
物
を
一
人
ず
つ
分

析
す
る
。
上
海
紡
績
の
小
島
氏
は
、
先
述
の
分
類
で
言
え
ば
、
会
社

派
の
人
間
に
属
す
る
。
小
島
氏
は
「
江
南
湘
記
」
の
記
述
か
ら
、
芥

川
の
た
め
に
揚
州
に
住
む
日
本
人
名
士
へ
の
紹
介
状
を
書
い
て
く
れ

た
、
小
島
梶
郎
と
い
う
人
物
だ
と
わ
か
る
。
そ
の
小
島
氏
の
所
属
す

る
上
海
紡
績
は
、
当
時
上
海
に
あ
っ
た
日
本
の
大
企
業
で
あ
る
。
小

島
氏
は
、
自
ら
望
ん
で
来
た
と
い
う
よ
り
も
、
属
す
る
会
社
の
命
に

従
っ
て
、
上
海
に
移
り
住
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
現
に
自
宅
を
持
た
ず
、

社
宅
に
住
ん
で
い
る
小
島
氏
は
上
海
に
永
住
す
る
気
で
あ
る
と
は
考

え
に
く
い
。

次
に
、
小
島
氏
と
共
に
桜
の
木
に
歓
喜
し
た
島
津
四
十
起
氏
は
、

土
着
派
の
人
間
に
分
類
で
き
る
。
「
上
海
湘
記
」
に
よ
れ
ば
、
芥
川
と

は
上
海
の
里
見
病
院
で
知
り
合
っ
た
ら
し
い
。
芥
川
の
中
国
旅
行
中

に
は
、
案
内
役
を
務
め
る
ほ
ど
親
し
く
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
も
と

も
と
兵
庫
県
淡
路
島
に
生
れ
、
処
々
を
放
浪
後
に
妻
と
別
れ
た
。
そ

し
て
子
供
達
を
親
類
に
預
け
て
明
治
三
十
三
(
-
九

0
0
)
年
上
海

に
移
り
住
ん
だ
。
俳
人
で
あ
り
、
上
海
で
は
、
自
由
律
俳
句
誌
「
華
彫
」

を
編
集
し
、
『
上
海
在
留
邦
人
人
名
録
」
「
上
海
日
本
電
話
帳
』
を
出

(21) 

版
し
た
。
彼
は
居
場
所
を
、
日
本
で
は
な
く
上
海
に
定
め
て
い
た
。
「
上

海
湘
記
」
の
続
編
と
し
て
書
か
れ
た
中
国
旅
行
記
「
江
南
湘
記
」
の

中
で
は
、
し
っ
か
り
と
中
国
の
風
土
に
な
じ
ん
で
い
る
四
十
起
氏
が

描
か
れ
て
い
る
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
桜
の
花
に
愛
着
を
示
し
た
小
島
氏
と

四
十
起
氏
は
、
立
場
に
多
少
の
違
い
こ
そ
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
上

海
に
生
活
基
盤
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
「
私
」
だ
け
は
、
生

活
基
盤
が
日
本
に
あ
る
。
旅
人
で
あ
る
「
私
」
は
、
こ
の
時
点
で
は
、

二
人
が
桜
の
花
に
喜
ぶ
理
由
を
ま
っ
た
く
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な

、。し
し
か
し
そ
の
後
、
「
上
海
に
一
月
程
」
滞
在
す
る
と
、
上
海
に
住

む
日
本
人
の
誰
も
が
小
島
氏
、
四
十
起
氏
と
同
じ
で
あ
る
事
を
知

る
。
一
話
目
の
結
び
に
は
「
日
本
人
は
ど
う
云
ふ
人
種
か
、
そ
れ
は

私
の
知
る
所
ぢ
や
な
い
。
が
、
兎
に
角
海
外
に
出
る
と
、
そ
の
八
重

た
る
と
一
重
た
る
と
を
問
は
ず
、
桜
の
花
さ
へ
見
る
事
が
出
来
れ
ば
、

-89-



忽
ち
幸
福
に
な
る
人
種
」
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
、

「
私
」
は
、
小
島
氏
や
四
十
起
氏
の
よ
う
な
上
海
に
住
む
日
本
人
が
持

つ
望
郷
の
念
に
対
し
て
の
理
解
が
な
い
。
た
だ
「
痩
せ
枯
れ
た
枝
に
、

乏
し
い
花
し
か
つ
け
て
」
い
な
い
桜
の
花
に
、
狂
気
す
る
二
人
に
対

し
て
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
し
同
文
書
院
を
見
学
し
て
い
る
際
に
「
私
」
に
も
同
じ
よ
う

な
感
情
が
湧
き
あ
が
る
。
そ
れ
は
、
同
文
書
院
の
寄
宿
舎
の
二
階
の

窓
か
ら
、
「
大
き
な
鯉
織
」
を
見
た
時
の
事
だ
。
鯉
織
が
鮮
や
か
に
空

ヘ
翻
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
「
私
は
支
那
に
ゐ
る
の
ぢ
や
な
い
。
日
本

に
ゐ
る
の
だ
」
と
一
瞬
、
錯
覚
す
る
。
そ
の
直
後
、
「
す
ぐ
目
の
下
の

麦
畑
に
、
支
那
の
百
姓
が
働
い
て
ゐ
」
る
の
を
目
撃
し
て
「
何
だ
か
」

「
怪
し
か
ら
ん
や
う
な
気
」
が
し
た
。
「
日
本
に
ゐ
る
」
の
だ
と
い
う
、

一
瞬
の
「
愉
快
」
な
錯
覚
が
、
中
国
人
の
農
民
が
働
い
て
い
る
と
い

う
事
実
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
急
に
「
支
那
に
ゐ
る
」
現
実
へ
引
き

戻
さ
れ
た
。
日
本
に
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
水
を
さ
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
て
「
私
」
は
、
「
怪
し
か
ら
ん
」
と
不
快
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
私
」
は
、
こ
う
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
で
、
「
桜
の
事
な
ぞ
は

笑
へ
な
い
か
も
知
れ
な
い
」
と
思
う
。

「
私
」
は
、
小
島
氏
達
の
桜
を
見
た
時
の
喜
び
と
、
自
分
が
鯉
織

(22) 

を
見
た
時
の
愉
快
な
気
持
ち
も
、
同
じ
も
の
だ
と
分
析
し
た
。
ま
た
、

私
は
鯉
織
に
対
す
る
愉
快
な
気
持
を
、
「
私
は
支
那
に
ゐ
る
の
ぢ
や

な
い
。
日
本
に
ゐ
る
の
だ
と
云
ふ
気
」
持
だ
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

小
島
氏
達
が
桜
の
花
を
喜
ん
で
い
た
理
由
は
、
日
本
に
い
る
よ
う
な

錯
覚
を
得
た
た
め
だ
と
言
え
る
。
強
い
望
郷
の
念
が
、
異
国
の
地
を

祖
国
に
模
す
欲
求
を
生
ん
で
い
る
の
だ
。

実
際
、
当
時
上
海
で
は
、
多
く
の
日
本
人
が
内
地
と
同
じ
よ
う
な

(23) 

生
活
を
営
も
う
と
し
て
い
た
。
「
上
海
の
日
本
人
社
会
」
に
よ
れ
ば
、

「
三
井
の
有
力
者
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
自
邸
の
大
き
な
庭
圃
に
、
日
本

の
桜
の
木
を
数
本
植
え
て
い
る
」
「
男
の
子
供
の
日
に
は
小
さ
い
”
タ

ロ
ー
“
は
鯉
織
を
買
っ
て
棒
の
上
に
高
く
掲
げ
る
」
な
ど
の
例
か
ら
、

海
外
で
暮
ら
す
日
本
人
の
「
原
型
」
を
上
海
在
住
の
日
本
人
に
見
出

し
て
い
る
。

こ
の
鯉
織
の
小
話
に
加
え
、
前
述
の
よ
う
に
上
海
で
の
入
院
生
活

を
記
し
た
書
簡
を
通
し
て
、
芥
川
も
ま
た
上
海
に
い
る
際
に
、
一
時

で
も
強
い
望
郷
の
念
を
持
っ
た
事
が
わ
か
る
。
鯉
織
へ
の
感
情
と
、

異
国
の
地
で
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
芥
川
は
上

海
に
す
む
日
本
人
が
持
つ
郷
愁
の
念
を
理
解
す
る
に
至
っ
た
。
し
か

し
更
に
考
慮
し
て
お
く
べ
き
な
の
は
、
芥
川
が
知
り
合
い
に
な
っ
た

日
本
人
の
殆
ど
が
、
上
海
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

三
つ
目
の
小
話
は
、
松
本
夫
人
の
家
で
開
か
れ
た
日
本
婦
人
倶
楽

部
の
集
ま
り
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
「
温
良
貞
淑
さ
う
」
な
奥
さ
ん

達
に
囲
ま
れ
て
、
私
は
「
小
説
や
戯
曲
の
話
」
を
す
る
。
そ
の
中
で
、

(24) 

或
奥
さ
ん
が
宇
野
浩
二
の
小
説
「
鶉
」
を
芥
川
の
小
説
だ
と
勘
違
い
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し
て
褒
め
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
化
人
ぶ
っ
た
「
或
奥
さ
ん
」

の
失
敗
を
馬
鹿
に
し
た
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
小
話
で
あ
る
。

三
つ
目
の
小
話
に
登
場
す
る
人
物
は
、
松
本
夫
人
、
或
奥
さ
ん
を

初
め
と
す
る
、
日
本
婦
人
倶
楽
部
所
属
の
女
性
達
で
あ
る
。
彼
女
た

ち
は
、
恐
ら
く
夫
に
つ
い
て
上
海
に
移
住
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
皆
温

良
貞
淑
さ
う
」
な
様
子
で
あ
る
。
彼
女
達
は
日
本
人
の
小
説
家
で
あ

る
「
私
」
を
招
い
て
「
小
説
や
戯
曲
」
な
ど
の
話
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
婦
人
達
は
上
海
に
住
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
人
だ
け

で
寄
り
集
ま
っ
て
い
る
。
中
国
の
風
土
に
な
じ
も
う
と
い
う
努
力
は
、

少
な
く
と
も
こ
の
小
話
か
ら
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
彼
女
達
は
同
郷

人
の
み
で
狭
い
社
会
を
形
成
し
て
い
る
人
々
で
あ
る
と
言
え
る
。

更
に
、
こ
こ
で
は
、
上
海
に
お
け
る
上
流
階
級
の
日
本
人
の
様
子

が
さ
り
げ
な
く
描
か
れ
て
い
る
。
「
白
い
布
を
か
け
た
円
卓
子
。
そ
の

上
の
シ
ラ
ネ
リ
ア
の
鉢
、
紅
茶
と
菓
子
と
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
と
°
|
」

全
て
仏
蘭
西
租
界
に
住
む
日
本
人
達
の
裕
福
な
日
常
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
上
海
移
住
者
の
中
で
も
、

上
流
階
級
の
者
は
仏
蘭
西
租
界
に
住
む
。
裕
福
な
生
活
を
送
る
日
本

人
を
描
く
事
で
、
こ
う
し
た
充
足
し
て
い
る
は
ず
の
人
々
が
故
郷
を

希
求
す
る
こ
と
に
対
し
て
の
矛
盾
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
は
逆
に
、
「
上
海
滸
記
」
の
中
に
は
、
貧
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
る
日
本
人
の
描
写
が
あ
る
。
例
え
ば
「
三
第
一
瞥
（
中
）
」
の

一
部
分
で
あ
る
。
友
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
話
に
よ
る
と
、

「
上
海
へ
引
つ
越
し
立
て
だ
っ
た
」
あ
る
晩
、
カ
ッ
フ
ェ
に
行
っ
た

ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、
「
日
本
の
給
仕
女
が
た
っ
た
一
人
、
ぽ
ん
や
り
椅
子

に
腰
を
か
け
て
い
た
」
の
を
見
る
。
日
本
に
長
く
住
ん
で
い
た
ジ
ョ
ー

ン
ズ
は
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
、
彼
女
に
話
し
か
け
る
。

彼
は
日
本
語
を
使
ひ
な
が
ら
、
す
ぐ
に
そ
の
給
仕
へ
話
し
か
け

た
。
「
何
時
上
海
へ
来
ま
し
た
か
？
」
「
昨
日
来
た
ば
か
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。
」
「
ぢ
や
日
本
へ
帰
り
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
給
仕

は
彼
に
か
う
云
は
れ
る
と
、
急
に
涙
ぐ
ん
だ
声
を
出
し
た
。
「
帰

り
た
い
わ
。
」
（
中
略
）
「
僕
も
さ
う
云
は
れ
た
時
に
は
、

Awfully

sentimental
に
な
っ
た
つ
け
。
」

（「三

第
一
瞥
（
中
）
」
）

給
仕
と
い
う
職
業
の
不
安
定
さ
に
加
え
、
上
海
に
来
た
ば
か
り
で

あ
る
と
い
う
心
細
さ
も
手
伝
っ
て
、
給
仕
女
は
「
帰
り
た
い
」
と
泣
く
。

彼
女
が
上
海
に
来
た
理
由
も
、
職
を
求
め
る
た
め
だ
ろ
う
か
ら
、
日

本
に
帰
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
の
女
性
が
楽
な
暮
ら
し
を
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
給
仕
女
が
「
帰
り
た
い
」
と
口
に
し
た

の
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
へ
の
愛
着
に
加
え
、
異
国
の
地
へ
の
拒
否

感
の
た
め
だ
。
こ
の
給
仕
女
に
は
富
も
な
く
、
到
着
し
た
ば
か
り
で

上
海
に
な
じ
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
た
め
彼
女
の
郷
愁
は

自
然
と
理
解
で
き
る
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
上
海
に
住
み
な
れ
、
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豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
々
も
激
し
い
郷
愁
の
念
を
持
っ
て
い

る
。
内
地
の
人
間
か
ら
す
る
と
、
理
解
し
が
た
い
。
そ
し
て
、
祖
国

へ
の
意
識
が
高
じ
た
場
合
、
小
話
の
四
話
目
の
よ
う
な
心
理
が
生
れ

る。
小
話
の
四
話
目
は
、
南
陽
丸
の
船
長
竹
内
氏
が
、
日
本
人
売
笑
婦

を
見
た
話
で
あ
る
。
竹
内
氏
の
話
で
は
、
「
英
吉
利
」
だ
か
「
亜
米
利

加
」
だ
か
の
船
乗
り
が
「
一
と
目
見
て
も
、
職
業
が
す
ぐ
に
わ
か
る
」

日
本
人
の
女
と
、
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
て
彼
は
「
不

快
な
気
も
ち
」
が
し
た
と
い
う
。
単
に
売
笑
婦
を
見
て
不
愉
快
に
な
っ

た
の
で
は
な
く
、
「
日
本
人
の
女
」
と
い
う
点
を
竹
内
氏
は
嫌
悪
し
た

の
で
あ
る
。

そ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
「
私
」
も
、
上
海
の
町
を
歩
い
て
い
た
時
に
、

走
り
去
る
車
の
中
で
、
三
、
四
人
の
日
本
の
芸
者
が
、
一
人
の
西
洋
人

を
囲
ん
で
は
し
ゃ
い
で
い
る
の
を
見
た
。
「
が
、
別
段
竹
内
氏
の
や
う

に
、
不
快
な
気
持
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
」
こ
こ
か
ら
、
竹
内
氏
と
「
私
」

の
間
に
は
何
か
心
理
的
な
差
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

竹
内
氏
は
、
上
海
の
近
く
に
あ
る
蕪
湖
か
ら
九
江
に
行
く
際
に
芥

川
が
利
用
し
た
、
南
陽
丸
の
船
長
で
あ
る
。
「
長
江
滸
記
」
に
は
、
竹

内
氏
が
中
国
の
人
々
や
文
化
を
「
私
」
に
詳
し
く
説
明
す
る
場
面
が

描
か
れ
て
い
る
。
竹
内
氏
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
小
話
で
は
、
小
島
氏
、

四
十
起
氏
、
日
本
婦
人
倶
楽
部
の
人
々
の
よ
う
に
、
中
国
を
日
本
に

模
す
、
同
郷
人
だ
け
で
よ
り
集
ま
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
竹
内
氏
が
日
本
人
の
売
笑
婦
と
西
洋
人
の
男

を
見
て
「
不
快
な
気
持
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

も
し
も
こ
れ
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
や
中
国
人
の
女
だ
っ
た
場
合
、
竹

内
氏
の
反
応
も
違
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
日
本
人
の
女
だ
か
ら
「
不
快

な
気
も
ち
」
に
な
っ
た
の
だ
と
言
え
る
。
竹
内
氏
は
「
職
業
が
す
ぐ

わ
か
る
」
女
が
日
本
人
だ
っ
た
た
め
、
女
を
日
本
そ
の
も
の
に
置
き

換
え
て
見
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
竹
内
氏
は
、
西
洋
人

の
男
と
、
日
本
人
の
売
笑
婦
を
見
て
、
西
洋
に
支
配
さ
れ
る
日
本
を

想
起
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
上
海
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
か
え
っ

て
世
界
の
中
で
の
日
本
を
意
識
し
て
し
ま
う
の
だ
。
平
常
時
は
上
海

に
な
じ
ん
で
い
る
よ
う
で
も
、
蹂
躙
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
場
合
に

は
日
本
を
強
く
意
識
す
る
。
そ
う
し
た
祖
国
へ
の
意
識
が
、
竹
内
氏

を
「
不
快
」
な
気
持
ち
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

一
方
私
に
と
っ
て
「
三
人
か
四
人
の
日
本
の
芸
者
が
、
一
人
の
西

洋
人
を
擁
し
な
が
ら
、
頻
り
に
は
し
ゃ
い
で
い
る
」
場
面
は
、
竹

内
氏
の
よ
う
に
「
西
洋
」
と
「
日
本
」
の
関
係
と
は
思
え
な
か
っ

た
。
芸
者
が
客
の
相
手
を
す
る
の
は
当
然
だ
と
い
う
認
識
し
か
湧
か

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
芸
者
が
「
日
本
人
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
は
、

あ
ま
り
注
目
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
私
は
竹
内
氏
の
よ
う
に
「
不

快
」
な
感
情
を
持
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
人
の
間
、
ひ
い
て
は
上
海
に
住
む
日
本
人
達
と
「
私
」
と
の
間

に
あ
る
違
い
と
は
、
「
祖
国
日
本
と
の
心
理
的
な
距
離
」
に
お
け
る
差
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だ
。
小
島
氏
、
四
十
起
氏
、
竹
内
氏
等
は
、
上
海
（
も
し
く
は
中
国

全
土
）
で
そ
れ
な
り
に
成
功
を
納
め
て
い
る
か
、
そ
こ
を
住
む
場
所

と
決
め
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
上
海
に
対
し
て
の
愛
着
が

あ
る
上
、
気
軽
に
祖
国
日
本
に
帰
る
事
は
出
来
な
い
。
海
外
に
い
る

こ
と
で
か
え
っ
て
祖
国
「
日
本
」
を
意
識
す
る
こ
と
な
る
。

対
し
て
「
私
」
は
、
上
海
に
旅
行
に
来
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
帰

ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ
に
で
も
日
本
に
帰
る
事
が
出
来
る
。
ず
っ
と
日

本
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、
客
観
的
に
諸
国
の
中
に
あ
る
日
本
を
意

識
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
違
い
が
「
私
」
の
上
海
在
住

の
日
本
人
達
と
の
共
通
理
解
を
疎
外
す
る
壁
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
私
」
は
竹
内
氏
が
「
不
快
な
気
持
に
な
る
の
も
、
ま
ん

ざ
ら
理
解
に
苦
し
む
訣
ぢ
や
な
い
。
」
と
も
言
う
。
そ
し
て
、
「
寧
ろ

さ
う
云
ふ
心
理
に
、
興
味
を
持
た
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」

と
述
べ
る
。
こ
う
し
た
「
不
快
な
気
持
」
が
「
大
」
に
な
れ
ば
「
愛

国
的
義
憤
」
に
な
る
と
も
言
う
。
感
情
が
、
「
不
快
」
や
望
郷
の
念
と

い
う
、
一
個
人
の
問
題
で
終
わ
ら
ず
「
愛
国
的
義
憤
」
と
い
う
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
的
な
感
情
に
陥
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
さ
り
げ
な
く
指
摘

さ
れ
て
い
庭
0

「
上
海
漉
記
」
の
大
半
は
、
実
際
の
芥
川
の
経
験
を
元
に
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
上
海
在
住
の
日
本
人
に
お
け
る
望
郷
の
念
も

実
際
に
芥
川
が
感
じ
取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
芥
川
も

当
初
は
こ
う
し
た
、
上
海
在
住
の
日
本
人
達
の
言
動
を
不
審
に
思
っ

て
い
た
が
、
徐
々
に
理
解
し
、
知
り
た
い
と
興
味
を
持
つ
よ
う
に
ま

で
な
る
。
そ
し
て
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
X
の
話
」
を
想
像
し
た
の
だ
。

そ
の
「
X
の
話
」
が
五
番
目
の
小
話
で
あ
る
。

X
は
、
上
海
在
住

の
日
本
人
の
典
型
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
人
生
の
大
半
を
上
海

に
暮
ら
し
、
対
外
的
に
は
日
本
よ
り
も
上
海
が
優
れ
て
い
る
と
主
張

す
る
。
こ
れ
は
前
述
の
「
十
二
西
洋
」
に
登
場
す
る
「
問
」
の
姿

勢
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の

X
が
、
恐
ら
く
死
の
直
前
に
、
遺

言
状
に
「
骨
は
如
何
な
る
事
情
が
あ
り
と
も
、
必
ず
日
本
に
埋
む
べ

し
」
と
書
い
た
。
こ
れ
を
作
中
で
は
「
X
の
矛
盾
」
と
称
し
て
い
る
。

日
本
よ
り
も
上
海
が
何
も
か
も
優
れ
て
い
る
と
し
、
客
に
上
海
に
移

住
し
ろ
と
ま
で
進
め
て
い
る

X
が
、
遺
言
状
に
は
日
本
に
埋
葬
す
る

よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
の
は
確
か
に
矛
盾
で
あ
る
。

X
は
、
遺
骨
を
上
海
に
埋
め
る
事
を
拒
否
し
、
日
本
に
埋
め
る
よ

う
に
頼
ん
だ
。
死
ん
だ
ら
、
日
本
に
帰
り
た
い
と
い
う
の
が

X
の
本

音
で
あ
る
。
こ
の
小
話
は
「
X
の
矛
盾
は
笑
ふ
べ
き
も
の
ぢ
や
な
い
。

我
我
は
か
う
云
ふ
点
に
な
る
と
、
大
抵
X
の
仲
間
な
の
で
あ
る
。
」
と

結
ば
れ
て
い
る
。
「
か
う
云
ふ
点
」
と
は
、
祖
国
か
ら
離
れ
、
海
外

に
住
ん
で
い
る
時
だ
と
言
え
る
。
更
に
、
故
郷
に
住
ん
で
い
よ
う
と
、

そ
の
祖
国
が
、
例
え
ば
他
国
か
ら
の
支
配
な
ど
に
よ
っ
て
、
姿
を
変

え
る
、
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
も
当
て
は
ま
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
「
X
の
仲
間
」
で
あ
る
と
は
、
表
面
的
に
は
上
海
に
固

執
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
故
郷
日
本
を
希
求
し
て
い
る
と
い
う
、
矛
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盾
し
た
心
理
を
持
つ
事
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
矛
盾
は
、
上
海
で
、
経
済
的
に
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
る

日
本
人
程
起
こ
り
や
す
い
。
何
故
な
ら
上
海
と
い
う
異
国
の
地
に
な

じ
め
ば
な
じ
む
ほ
ど
、
故
郷
日
本
と
の
心
理
的
な
距
離
は
遠
の
く
か

ら
だ
。
帰
る
こ
と
の
で
き
な
い
祖
国
日
本
が
、
希
求
す
る
対
象
と
な

り
、
そ
れ
が
高
じ
る
と
強
い
「
愛
国
心
」
と
な
る
可
能
性
も
出
て
来
る
。

更
に
、
豊
か
な
生
活
を
送
る
人
々
は
、
上
海
に
対
し
て
も
愛
着
を

持
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
肩
入
れ
す
る
か
と
言
う
と
、
や
は
り
、
現

在
住
ん
で
い
る
場
所
、
上
海
で
あ
ろ
う
。
「
問
」
や
「
X
」
が
、
し
き

り
に
上
海
を
称
賛
す
る
の
も
自
分
の
生
活
を
否
定
し
た
く
な
い
た
め

だ
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
日
本
へ
の
望
郷
の
念
を
抑
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
上
海
に
住
ん
で
い
る
の
に
、
日
本
の
文
物
を
模
し
た
り
、

日
本
と
い
う
国
を
異
常
に
意
識
す
る
の
だ
。
そ
し
て
、
内
地
の
人
間

か
ら
す
る
と
、
一
見
理
解
で
き
な
い
部
分
に
、
喜
び
や
怒
り
を
見
出

す
。
小
島
氏
や
四
十
起
氏
が
桜
の
花
に
異
常
な
程
喜
び
、
竹
内
氏
が

西
洋
人
の
船
乗
り
と
日
本
の
商
売
女
が
一
緒
に
い
る
所
を
見
て
不
快

に
な
っ
た
の
も
そ
う
で
あ
る
。

芥
川
は
、
上
海
在
住
の
人
々
の
よ
う
に
、
一
生
異
国
の
地
で
暮
ら

す
と
い
う
縛
り
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
の
こ
う
し
た
祖
国
へ
の

希
求
に
共
感
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
入
院
し
て
生
死
の
境
を
さ
ま

よ
い
、
一
カ
月
程
上
海
で
過
ご
し
た
後
は
、
芥
川
に
も
そ
れ
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
私
」
が
鯉
織
を
見
て
愉
快
に
な
っ
た
の
は
、

結
論

上
海
を
日
本
と
錯
覚
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
「
私
」
は
そ
う
し

た
心
理
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
「
X
の
矛
盾
」
と
は
、
祖
国

日
本
と
心
理
的
に
離
れ
る
程
、
逆
に
高
ま
る
「
愛
国
心
」
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
上
海
に
な
じ
み
な
が
ら
も
、
尚
故
郷

を
希
求
す
る
心
と
、
望
郷
の
念
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ヘ
と
陥
り
や
す

い
と
い
う
指
摘
が
こ
の
章
の
根
底
を
流
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

従
来
、
「
上
海
湘
記
」
は
当
時
の
中
国
を
正
確
に
描
写
出
来
て
い
る

か
ど
う
か
が
、
評
価
基
準
だ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
上
海
で
は
日
本

人
の
人
口
が
多
く
‘
―
つ
の
社
会
を
形
成
し
て
い
た
点
、
芥
川
が
中

国
語
を
殆
ど
使
え
な
い
た
め
、
現
地
の
人
間
と
接
す
る
の
に
も
日
本

人
の
手
を
借
り
て
い
た
よ
う
に
、
彼
の
現
地
で
の
行
動
の
多
く
が
日

本
人
案
内
者
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
点
、
更
に
「
上
海
滸
記
」
中
に

日
本
人
に
対
す
る
言
及
が
あ
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
「
上
海
滸
記
」
で

描
か
れ
た
日
本
人
に
注
目
し
て
お
く
べ
き
だ
と
言
え
る
。
今
回
は
「
上

海
滸
記
」
の
二
章
「
―
二
西
洋
」
「
一
九
日
本
」
を
参
照
し
た
。

社
命
に
よ
り
、
芥
川
は
、
念
願
の
中
国
旅
行
を
実
現
す
る
。
し
か

し
当
時
の
中
国
は
、
芥
川
の
「
支
那
趣
味
」
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る

よ
う
な
地
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
更
に
芥
川
は
中
国
に
渡
航
し
た

直
後
に
乾
性
肋
膜
炎
で
入
院
し
て
い
る
。
病
床
の
芥
川
は
、
故
郷
の
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家
族
の
事
を
思
い
、
「
異
国
の
地
で
死
に
た
く
な
い
」
と
切
に
願
う
。

そ
の
中
で
芥
川
は
、
故
郷
を
離
れ
て
異
国
の
地
で
暮
ら
す
こ
と
を
決

心
し
た
「
上
海
在
住
の
日
本
人
」
の
心
理
に
興
味
を
持
っ
た
。

上
海
在
住
の
日
本
人
は
、
日
本
と
上
海
の
両
方
に
帰
属
意
識
を
も

つ
。
上
海
に
強
い
愛
着
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
「
問
」
の
よ
う
に
日
本

よ
り
も
、
上
海
の
全
て
が
優
れ
て
い
る
と
語
る
。
ま
た
、
日
本
へ
の

強
い
愛
着
の
た
め
、
小
島
氏
や
、
四
十
起
氏
の
よ
う
に
み
す
ぽ
ら
し

い
桜
の
木
に
歓
喜
す
る
の
で
あ
る
。
日
本
婦
人
倶
楽
部
の
奥
さ
ん
達

の
よ
う
に
異
国
の
地
に
な
じ
む
事
を
拒
否
し
て
、
日
本
人
同
士
で
寄

り
集
ま
る
人
々
も
い
る
。
そ
し
て
海
外
に
い
る
た
め
に
か
え
っ
て
祖

国
日
本
を
意
識
し
、
竹
内
氏
の
よ
う
に
内
地
の
人
間
よ
り
も
、
敏
感

な
「
愛
国
心
」
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
。

実
際
に
接
し
た
こ
れ
ら
の
上
海
在
住
の
日
本
人
と
の
触
れ
合
い
や
、

前
述
の
よ
う
な
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
で
生
れ
た
郷
愁
は
、

芥
川
に
上
海
在
住
の
日
本
人
の
心
理
に
興
味
を
持
た
せ
た
。
「
上
海
滸

記
」
の
中
で
「
私
」
に
よ
っ
て
想
像
さ
れ
た
「
X
」
は
、
芥
川
が
獲

得
し
た
「
異
国
の
地
に
帰
属
す
る
日
本
人
」
像
の
集
大
成
で
あ
る
と

い
え
る
。
「
我
々
は
か
う
云
ふ
点
に
な
る
と
、
大
抵
X
の
仲
間
な
の
で

あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
先
述
の
人
々
に
加
え
「
私
」
に
も
向
け
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
誰
に
で
も
祖
国
へ
の
強
い
愛
着
が
生
れ
る
素

地
が
あ
る
の
だ
と
芥
川
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

「
我
々
」
に
含
ま
れ
る
の
は
日
本
人
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

X

の
持
っ
て
い
た
郷
愁
の
念
は
「
愛
国
的
義
憤
」
な
ど
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
的
な
感
情
に
陥
り
や
す
い
。
「
愛
国
的
義
憤
」
に
代
表
さ
れ
る

激
し
い
感
情
は
特
に
、
故
郷
が
他
国
に
支
配
、
蹂
躙
さ
れ
て
い
る
際

に
、
人
々
の
心
に
生
れ
や
す
い
こ
と
は
竹
内
氏
の
話
で
も
説
明
さ
れ

た
。
「
X
の
矛
盾
は
笑
ふ
べ
き
も
の
ぢ
や
な
い
。
」
と
「
私
」
は
語
る
。

当
時
、
中
国
に
お
い
て
、
五
四
運
動
に
端
を
発
す
る
排
日
的
「
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」
が
起
こ
っ
て
い
た
事
を
考
え
れ
ば
、
「
X
の
仲
間
」
は
単

に
日
本
人
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
l
)

「
上
海
溜
記
」
大
正
十
(
-
九
ニ
ー
）
年
（
『
大
阪
毎
日
新
聞
j

八
月
十
七

日
か
ら
九
月
十
二
日
、
「
東
京
日
日
新
聞
」
同
年
八
月
二
十
日
か
ら
九
月

十
四
日
）
。

(
2
)
吉
田
精
一
『
芥
川
龍
之
介
J

(
三
省
堂
、
昭
和
四
十
二
〔
一
九
四
二
〕
年
十
二
月
）

の
「
二
十
支
那
旅
行
」
、
引
用
は
同
『
近
代
作
家
研
究
叢
書
l
2
1

芥
川

龍
之
介
」
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成
五
〔
一
九
三
三
〕
年
一
月
）
に
拠
る
。

(
3
)
戸
田
民
子
は
、
「
芥
川
龍
之
介
『
上
海
塀
記
」
ー
里
見
病
院
の
こ
と
な
ど
ー
」

の
中
で
、
里
見
病
院
や
、
島
津
四
十
起
な
ど
、
現
地
の
日
本
人
の
調
査
を
行
っ

た。

(
4
)

塑
援
朝
、
施
小
燻
、
祝
振
媛
、
張
奮
、
趙
夢
雲
等
が
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

(
5
)
小
島
勝
、
馬
洪
林
編
著
『
上
海
の
日
本
人
社
会
五
戦
前
の
文
化
・
宗
教
・
教
育
」

（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
一
九
九
九
年
）
一
二
十
三
頁
よ
り
。

注
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(
6
)
「
江
南
猫
記
」
大
正
十
一
(
-
九
二
二
）
年
（
『
大
阪
毎
日
新
聞
」
（
朝
刊
）

一
月
一
日
＼
二
月
十
三
日
）
。

「
長
江
滸
記
」
大
正
十
三
(
-
九
二
四
）
年
九
月
一
日
（
『
女
性
」
第
六
巻

第
三
号
」
）
。

「
北
京
日
記
抄
」
大
正
十
三
(
-
九
二
五
）
年
六
月
一
日
（
『
改
造
」
第
七

巻
第
六
号
）
。

「
雑
信
一
束
」
初
出
未
詳
。

(
7
)

『
支
那
猫
記
」
（
大
正
十
四
(
-
九
二
五
）
年
改
造
社
）
。

(
8
)
高
綱
博
文
「
国
際
都
市
上
海
の
な
か
の
日
本
人
」
（
研
文
出
版
、

二
0
0
九
年
）
。

(
9
)
注

(
5
)
前
掲
書
一
二
十
二
頁
よ
り

(10)
注

(
8
)
前
掲
書
十
一
頁
の
表
1
よ
り
。

(11)

（8
)
に
同
じ
。

(12)
小
澤
保
博
「
芥
川
龍
之
介
「
支
那
滞
記
」
研
究
（
上
）
」
（
「
琉
球
大
学

教
育
学
部
紀
要
（
七
五
）
」
、
二

0
0
九
年
）
に
詳
し
い
。

g13)
「
南
京
の
基
督
」
大
正
九
(
-
九
二

0
)
年
七
月
一
日
『
中
央
公
論
j

第

三
五
年
第
七
号
。

(14)
「
杜
子
春
」
大
正
九
(
-
九
二

0
)
年
七
月
一
日
（
『
赤
い
鳥
j

第
五
巻
第
一
号
）
。

(15)

東
和
洋
行
は
、
吉
島
徳
三
に
よ
っ
て
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に

鉄
馬
路
と
北
蘇
州
路
が
交
わ
る
辺
り
に
開
業
し
た
。
「
上
等
旅
館
」
に
分

類
さ
れ
、
「
一
日
の
宿
泊
費
は
半
元
以
上
」
す
る
、
高
額
な
も
の
で
あ
る
。

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
三
月
下
旬
、
金
玉
均
が
洪
鍾
宇
に
射
殺
さ
れ

た
事
件
現
場
で
も
あ
る
。
そ
の
東
和
洋
行
か
ら
遠
く
な
い
所
に
あ
る
の
が

万
歳
館
で
あ
る
。
万
歳
館
は
一
九

0
四
（
明
治
三
七
）
年
に
創
業
し
、
店

主
は
相
川
清
九
郎
、
場
所
は
西
華
徳
路
と
閲
行
路
の
交
差
点
に
位
置
し
て

い
た
。
万
歳
館
は
「
建
物
は
洋
式
だ
が
、
内
装
は
完
全
に
日
本
式
だ
っ
た
。

こ
こ
は
、
中
・
上
流
の
日
本
人
が
上
海
に
来
た
時
の
宿
泊
地
で
あ
り
、
大

阪
貿
易
同
盟
会
や
海
員
協
会
の
指
定
宿
で
も
あ
っ
た
。
」
「
上
海
の
日
本
旅

館
は
、
毎
日
客
に
刺
身
、
て
ん
ぶ
ら
、
味
噌
汁
な
ど
、
標
準
的
な
和
食
を

提
供
し
た
。
」

（
陳
祖
恩
著
芦
沢
知
絵
他
訳
『
上
海
に
生
き
た
日
本
人
3

幕
末
か
ら
敗

戦
ま
で
」
（
大
修
館
書
店
、
二

0
1
0
年
）
）
よ
り
。

(16)
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
二
十
一
巻
』
（
岩
波
書
店
、
平
成
八
〔
一
九
九
六
〕
年
）

月
報
二
十
二
の
「
資
料
紹
介
文
壇
の
寵
児
芥
川
龍
之
助
（
マ
マ
）
氏
と

語
る
」
よ
り
。
新
聞
名
は
不
明
。
記
事
に
は
、
芥
川
の
入
院
中
の
写
真
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。
記
者
と
芥
川
が
会
談
し
て
い
る
記
事
で
あ
る
。
話
題
は
、

雑
談
か
ら
、
芥
川
の
作
品
や
文
壇
に
ま
で
及
ぶ
。

記
者
「
責
方
の
お
作
は
余
り
拝
見
し
ま
せ
ん
が
『
秋
」
だ
け
は
強
い
感

興
を
以
て
読
ま
れ
ま
し
た
。
い
ま
で
も
最
初
の
三
四
行
と
い
、
処
は
暗

記
し
て
ゐ
る
程
で
す
。
そ
れ
か
ら
『
鴫

j
と
…
•
,
．
j

氏
「
そ
う
で
す
か
…
…
」

氏
は
一
寸
に
つ
こ
り
し
た
が
物
足
ら
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。

※
氏
は
芥
川
龍
之
介
の
こ
と

右
の
や
り
と
り
は
「
一
九
日
本
人
」
の
日
本
婦
人
と
の
会
話
と
酷
似

し
て
い
る
。
記
者
が
『
鴫
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
実
際
は
『
山
鴫
j

と
い

う
作
品
で
あ
る
。
「
十
九
日
本
人
」
の
中
で
も
、
日
本
婦
人
が
宇
野
浩
二

の
「
雅
」
と
い
う
作
品
を
、
芥
川
の
作
品
と
勘
違
い
し
て
褒
め
る
と
い
う
シ
ー

ン
が
あ
る
。

(17)
上
海
に
お
け
る
日
本
投
資
の
中
で
、
最
大
か
つ
、
重
要
な
も
の
は
「
在
華

紡
」
つ
ま
り
在
華
日
本
紡
績
業
で
あ
る
。
（
高
綱
博
文
「
国
際
都
市
上
海
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の
な
か
の
日
本
人
」
（
研
文
出
版
、
二

0
0
九
年
）
よ
り
。
）
上
海
紡
績
は
、

日
本
資
本
に
よ
る
中
国
木
綿
紡
績
業
へ
の
直
接
投
資
と
し
て
は
最
初
の
会

社
（
「
芥
川
龍
之
介
全
集
第
八
巻
J

(
岩
波
書
店
、
平
成
八
〔
一
九
九
六
〕
年
）

の
注
解
（
神
田
由
美
子
）
よ
り
）
で
あ
っ
た
。

(18)
東
亜
同
文
書
院
は
、
明
治
三
十
四
(
-
九
0
1
)
年
、
南
京
に
あ
っ
た
南

京
同
文
書
院
が
上
海
に
移
転
し
、
翌
年
東
亜
同
文
書
院
と
改
称
し
て
成
立

し
た
。
創
立
団
体
は
東
亜
同
文
会
、
初
代
院
長
は
根
津
一
で
あ
る
。
上
海

に
お
け
る
日
本
人
学
校
の
最
高
学
府
で
あ
っ
た
。
東
亜
同
文
書
院
の
主
旨

は
「
中
国
や
他
の
外
国
の
実
学
、
日
中
の
英
オ
を
教
育
す
る
」
「
中
国
の
富

強
の
基
を
建
て
、
日
中
友
好
協
力
の
根
を
固
め
る
。
」
で
あ
っ
た
。

（
陳
祖
恩
著
芦
沢
知
絵
他
訳
「
上
海
に
生
き
た
日
本
人
＂
幕
末
か
ら
敗

戦
ま
で
」
（
大
修
館
書
店
、
二

0
1
0
年
）
）
よ
り
。

(19)
上
海
在
住
の
日
本
人
の
中
で
も
、
富
裕
層
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
住
ん
だ
。

(20)
芥
川
は
、
蕪
湖
か
ら
九
江
ま
で
南
陽
丸
に
乗
っ
た
。

(21)

『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
八
巻
J

(
岩
波
書
店
、
平
成
八
〔
一
九
九
六
〕
年
）

の
注
解
（
神
田
由
美
子
）
よ
り

(22)
秦
剛
は
「
「
支
那
滸
記
」

I
日
本
へ
の
ま
な
ざ
し
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
平
成
一
九
年
九
月
号
」
、
平
成
十
九
〔
二

0
0
七
〕
年
）
に
お
い
て
、

こ
の
部
分
に
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
「
海
外
」
に
い
る
日

本
人
の
、
「
桜
」
を
見
た
時
の
「
幸
福
」
、
あ
る
い
は
「
鯉
織
」
を
眼
に
し

た
時
の
「
私
」
の
愉
快
」
は
い
ず
れ
も
日
本
を
表
象
す
る
記
号
に
喚
起
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
そ
う
し
た
「
国
家
へ
の
一
体
感
が
膨
張
す
る
と
、
」
「
排

他
的
な
自
国
中
心
主
義
の
感
覚
に
つ
な
が
る
」
。

(23)
注

(
5
)
前
掲
書
。

(24)
宇
野
浩
二
作
「
鴇
」
大
正
十
(
-
九
ニ
―
)
年
四
月
一
日
（
『
中
央
公
論
j

四
月
号
）
。

(25)
管
美
燕
は
、
「
上
海
の
位
相
ー
芥
川
「
上
海
溜
記
」
と
劉
訥
鴫
の
上
海
」
（
『
國

文
學
第
五
十
三
巻
三
号
平
成
二
十
年
二
月
臨
時
増
刊
号
』
、
平
成
二
十

〔二

0
0
八
〕
年
）
に
お
い
て
、
「
竹
内
の
「
愛
国
的
義
憤
」
と
い
う
観
点
に
は
、

民
族
主
義
や
種
族
の
差
別
意
識
が
存
在
」
し
、
「
「
愛
国
的
義
憤
」
が
生
れ

る
土
台
に
は
、
中
国
の
女
性
ま
た
は
中
国
人
全
体
に
対
す
る
、
差
別
意
識

や
排
他
性
に
あ
る
の
だ
と
、
芥
川
は
言
わ
ん
と
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
」

と
論
じ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

陳
祖
恩
著
、
芦
沢
知
絵
他
訳
『
上
海
に
生
き
た
日
本
人
＂
幕
末
か
ら
敗
戦
ま
で
』

（
大
修
館
書
店
、
二

0
1
0
年）

劉
建
輝
著
『
増
補
魔
都
上
海
日
本
知
識
人
の
「
近
代
」
体
験
』
（
筑
摩
書
房
、

二
0
1
0
年）

高
綱
博
文
著
『
国
際
都
市
上
海
の
な
か
の
日
本
人
」
（
研
文
出
版
、
二

0
0
九
年
）

榎
本
泰
子
著
『
上
海
」
（
中
公
新
書
、
二

0
0
九
年
）

小
島
勝
、
馬
洪
林
編
著
『
上
海
の
日
本
人
社
会
ぶ
威
前
の
文
化
・
宗
教
・
教
育
j

(龍

谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
一
九
九
九
年
）

芥
川
龍
之
介
著
『
芥
川
龍
之
介
全
集
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）

戸
田
民
子
「
芥
川
龍
之
介
「
上
海
溜
記
」
ー
里
見
病
院
の
こ
と
な
ど
ー
」
（
立
命

館
大
学
『
論
究
日
本
文
學
」
、
一
九
八
三
年
五
月
）

関
口
安
義
『
特
派
員
芥
川
龍
之
介
ー
中
国
で
何
を
視
た
の
か
J

(
毎
日
新
聞
社
、

一
九
九
七
年
五
月
）

関
口
安
義
「
中
国
旅
行
（
芥
川
竜
之
介
の
道
程
ー

9
ー
）
」
（
『
都
留
文
科
大
学
研

究
紀
要
（
37)
J
 

1

九
九
二
年
）
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